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県
下
の
水
田
地
帯
は
、
昔
か
ら
相
模
川
水
系
、
酒
匂
川
水
系
の
地
域
で
占
め

ら
れ
て
い
る
（
図
参
照
）
。
と
く
に
足
柄
平
野
は
県
内
に
残
る
豊
か
な
穀
倉
地

帯
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
こ
の
米
作
の
歴
史
は
古
く
、
八
世
紀
頃
に
は
す
で
に

水
田
地
帯
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
小
田
原
市
鴨
宮
に
残
る
条

に
比
例
す
る
よ
う
に
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
へ

水
稲
生
産
力
は
最
下
位
に
近
い
状
況
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

神
奈
川
県
が
稲
作
儀
礼
や
畑
作
儀
礼
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
農
耕
儀
礼
が
希
薄
な
（

１

）

地
域
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
拙
稿
「
神
奈
川
県
下
の
畑
作
儀
礼
に
つ
い
て
」

の
中
で
も
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
今
回
は
、
稲
作
儀
礼
を
と
り
あ
げ
て
み

た
が
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
み
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
習
俗
も
少
な

く
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
県
下
で
は
稲
作
儀
礼
は
消
滅
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

本
県
の
農
業
は
、
商
工
業
人
口
の
急
激
な
増
加
に
と
も
な
い
、
急
速
な
都
市

化
が
進
み
、
農
耕
地
が
減
少
し
、
同
時
に
農
業
労
働
力
も
他
部
門
へ
流
出
し
て
、

現
在
で
は
都
市
近
郊
農
業
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
（
第
１
表
・
第
３
表
参
照
）
。

と
く
に
稲
作
栽
培
の
状
況
を
み
る
と
、
収
穫
高
は
作
付
面
積
（
第
２
表
参
照
）

に
比
例
す
る
よ
う
に
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
全
国
的
に
み
れ
ば
、

神
奈
川
県
下
に
お
け
る

稲
作
儀
礼
に
つ
い
て
Ｉ
事
例
報
告
を
中
心
に
Ｉ

は
じ
め
に

鈴

木

通

大

予
祝
儀
礼
は
正
月
を
中
心
に
し
て
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
三
つ
に
大

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
、
農
作
業
の
プ
ロ
セ
ス
を
模
倣
し
て
き
た

る
年
の
豊
作
を
祈
念
す
る
い
わ
ゆ
る
類
感
呪
術
的
行
事
、
ふ
た
つ
は
、
き
た
る

年
の
豊
凶
を
占
う
行
事
、
そ
し
て
最
後
の
ひ
と
つ
は
、
豊
作
促
進
に
影
響
が
あ

わ
が
国
で
は
、
近
年
、
稲
の
品
種
が
改
良
さ
れ
、
科
学
的
栽
培
技
術
が
普
及

し
、
か
つ
ま
た
合
理
主
義
が
ム
ラ
社
会
へ
浸
透
す
る
に
と
も
な
っ
て
、
稲
作
儀

礼
を
は
じ
め
と
し
た
農
耕
儀
礼
は
、
漸
次
、
消
滅
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
県
下
の
稲
作
儀
礼
を
、
一
予
祝
、
二
播
種
、
三
田
植
、
四
成
長

祈
願
、
五
収
穫
と
い
う
五
つ
の
タ
イ
元
に
分
類
し
て
、
各
地
の
事
例
を
紹
介
し

て
い
こ
箔
フ
。

里
や
同
市
千
代
（
千
代
村
）
に
弓
削
道
鏡
の
荘
園
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
窺
わ

れ
よ
う
。

本
稿
は
、
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
民
俗
誌
や
民
俗
調
査
報
告
書
を
中
心
に

可
能
な
限
り
県
下
の
稲
作
儀
礼
に
関
す
る
事
例
を
収
集
し
、
筆
者
の
調
査
研
究

を
も
と
に
そ
れ
ら
の
資
料
を
整
理
分
類
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
回
の
畑
作
儀
礼
に
引
続
き
、
神
奈
川
県
下
に

（

２

）

お
け
る
農
耕
儀
礼
を
研
究
す
る
た
め
の
予
備
的
作
業
の
一
環
で
あ
る
。

｜

予

祝

儀

礼 稲
作
儀
礼
の
諸
相
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図神奈川県下の水田分布〔昭和10年〕
（朝野六郎著『わが郷土神奈1 1 1縣』昭25から作成）

:魚．

第2表耕地面積の推移第1表人口・戸数および面積

~草誤且
人口・戸数・面積

7.431,794人

228,800人

2,491,849戸

45,941戸

5,789戸

40, 152戸

2.402.11k㎡

28.200ha

6,630ha

l5,O80ha

6.520ha

項 目

総 人 口

農家人口

総 戸 数

農家戸数

耕地総面積 樹園地畑田

岬

群
52.513ha 16．805ha 30，672ha 5.036ha

昭和

40年
44．222 14･370 24．295 貝民兵ワ

UQJJr

業

業

專

兼Ｉ ~

昭和

45年
11．40636．882 19.336 6. 140

総 面 積

耕地面積 昭和

50年
29．513 7.946 14，800

戸旬戸勾

0．JOイ

水 田

畑

樹園地’ 昭和

55年
28．900 7.320 14．760 6.840

昭和

60年

(県勢要覧61年度版）
28．200 6.630 15．080 6.520

農業センサスより）

第3表農家戸数および一戸当たり平均耕地面積の変遷

兼業農家戸数
総農家戸数 専業農家戸数

舌＋
ﾛI 第1種兼業 第2種兼業

昭和
25年

86.027戸 40.390戸 45．637戸 20.369戸 25.268戸

昭和
35年

73．873 20．733 53． 140 24．914 28．226

昭和
40年

66．738 14．476 52．262 31．72520．537

昭和
45年

58．949 9.843 49．106 15．565 33.541

昭和
50年

51，661 6．478 45．183 11．822 33.361

昭和
55年

48．626 5．922 42,704 9.885 32．819

昭和
60年

45．941 5.789 40,152 31 ．8098．343

(農業センサスよ!) ）
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る
と
考
え
ら
れ
る
性
的
な
行
事
で
あ
る
。

事
例
④
藤
沢
市
石
川
の
下
町
で
は
、
正
月
四
日
、
田
に
出
る
と
ク
ワ
で

一
株
二
株
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
上
に
新
し
く
な
っ
た
縄
（
注
連
縄
）
に
幣
を

（

７

）

付
け
て
置
き
豊
饒
を
祈
る
。
こ
れ
は
地
神
様
に
対
し
て
な
さ
れ
る
と
い
う
。

事
例
③
藤
沢
市
石
川
の
寺
ヤ
ト
で
は
、
「
う
な
い
初
め
」
と
称
し
て
正

月
七
草
を
終
え
る
と
田
に
出
て
、
マ
ン
ノ
ウ
で
一
株
う
な
い
お
こ
し
て
、
そ

（

６

）

の
う
え
に
松
と
お
飾
り
を
供
え
る
。

昔
は
こ
の
カ
ユ
を
一
八
日
ま
で
少
し
産

（

５

）

年
は
雨
が
多
い
か
ど
う
か
を
占
っ
た
。

事
例
⑤
藤
沢
市
長
後
で
は
、
一
月
四
日
の
朝
早
く
、
自
分
の
田
へ
行
っ

て
ウ
ナ
イ
ゾ
メ
を
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
年
の
良
い
干
支
の
方
を
向
い
て
三
ク

ワ
う
な
い
、
う
な
っ
た
頭
に
ス
ゲ
ナ
イ
と
言
う
藁
二
本
で
な
っ
て
端
を
止
め

事
例
②
鎌
倉
市
津
で
は
、
正
月
四
日
が
ウ
ナ
イ
ゾ
・

仕
事
始
め
。
田
畑
で
は
ウ
ナ
イ
マ
ネ
を
し
、
散
供
米
追

輪
カ
カ
リ
・
松
の
一
枝
と
年
神
様
の
方
に
供
え
て
拝
む
。

正
月
一
五
日
は
小
正
月
で
煮
し
め
・
小
豆
ガ
ュ
を
作
ブ

昔
は
こ
の
カ
ユ
を
一
八
日
ま
で
少
し
残
し
、
そ
の
や
わ
合

鎌
倉
市
津
で
は
、
正
月
四
日
が
ウ
ナ
イ
ゾ
メ

・
小
豆
ガ
ュ
を
作
る

事
例
①
横
浜
市
戸
塚
区
小
雀
町
で
は
、
一
月
二
日
を
ウ
ナ
イ
ゾ
メ
と

（

４

）

い
っ
て
畠
に
オ
サ
カ
キ
を
立
て
、
オ
シ
メ
を
張
る
。

で
山
・
田
・
畑
の

田
畑
で
は
ウ
ナ
イ
マ
ネ
を
し
、
散
供
米
・
浪
の
花
・
オ
ミ
キ
．

。
神
に
供
え
る
。

浬
し
、
そ
の
や
わ
ら
か
さ
を
見
て
、
今

事
例
⑨
相
模
原
市
大
島
で
は
、
一
月
一
四
日
は
セ
エ
ノ
カ
ミ
の
日
。
ま

た
こ
の
日
、
ニ
ワ
ト
コ
の
木
で
粟
穂
稗
穂
を
作
っ
て
、
明
き
の
方
に
あ
た
る

（

吃

）

田
畑
へ
持
っ
て
行
っ
て
松
と
一
緒
に
刺
す
。

事
例
⑧
藤
沢
市
大
庭
で
は
、
正
月
に
大
山
（
阿
夫
利
神
社
）
で
竹
の
筒

を
切
っ
て
、
粥
の
中
に
入
れ
て
お
い
て
粥
の
入
っ
て
い
る
量
で
そ
の
年
の
作

柄
を
決
め
た
。
こ
れ
を
ツ
ッ
ガ
ュ
（
筒
粥
）
と
い
う
。
そ
の
結
果
を
書
い
た

も
の
を
大
山
の
御
師
が
も
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
今
年
は
早
稲
が
い
く
ら
、
晩

（

Ⅲ

）

稲
が
い
く
ら
と
い
っ
た
。
こ
の
札
は
見
え
る
所
に
貼
っ
て
お
い
た
。

事
例
⑥
藤
沢
市
西
俣
野
で
は
、
正
月
四
日
を
ウ
ナ
イ
ゾ
メ
と
い
っ
て
門

松
を
折
っ
て
手
近
な
田
と
畠
に
行
っ
て
ク
ワ
イ
レ
を
し
た
。
オ
カ
ザ
リ
、
オ

サ
ン
ゴ
を
持
っ
て
行
き
、
北
の
方
を
向
い
て
う
な
い
、
松
、
オ
カ
ザ
リ
、
オ

（

９

）

サ
ン
ゴ
を
あ
げ
た
。

事
例
⑦
藤
沢
市
円
行
で
は
、
ウ
ナ
イ
ゾ
メ
に
は
オ
サ
ン
ゴ
を
あ
げ
、
拝

（

皿

）

ん
で
か
ら
鍬
で
畠
を
耕
す
。

て
い
な
い
お
飾
り
を
置
き
、
門
松
の
枝
を
折
っ
て
持
っ
て
い
っ
た
も
の
を
上

（

８

）

か
ら
つ
っ
通
し
て
来
る
。

事
例
⑩
秦
野
市
東
田
原
で
は
、
一
月
一
五
日
に
は
筒
粥
の
占
い
に
よ
っ

－24－



て
農
作
物
の
豊
凶
と
一
ケ
年
各
月
毎
の
天
候
も
占
っ
て
い
る
。
月
待
の
宿
の
座

敷
に
富
士
浅
間
の
軸
を
か
け
、
神
前
に
米
一
升
（
う
る
ち
）
、
小
豆
一
合
、

青
竹
（
径
一
セ
ン
チ
、
長
さ
一
五
セ
ン
チ
、
一
方
節
付
）
に
一
月
か
ら
一
二

月
ま
で
の
刻
印
を
つ
け
、
一
二
本
を
麻
糸
を
束
ね
て
供
え
、
膜
祓
の
祝
詞
を

よ
み
修
祓
し
て
後
、
三
者
を
神
前
か
ら
下
げ
鍋
に
入
れ
る
。
攪
祥
し
て
青
竹

の
束
を
取
り
出
し
、
卓
子
の
上
で
月
順
に
竹
を
割
っ
て
中
に
入
っ
た
米
粒
の

数
に
よ
っ
て
豊
凶
を
占
う
。
一
二
種
の
作
物
の
順
序
は
昔
か
ら
決
ま
っ
て
い

る
。
一
方
、
燃
や
し
て
い
る
薪
の
小
枝
の
お
き
を
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
順

次
用
意
の
鉄
板
の
上
に
並
べ
て
、
そ
の
お
き
の
消
え
方
に
よ
っ
て
天
候
を
占

（

、

）

幸

《

ノ

○

（

Ｍ

）

浅
間
大
神
筒
粥
表

早

稲

中

手

お

く

手

大

麦

小

麦

大

豆

小

豆

粟稗芋

煙

草

二七五八六六一七十二七
ト ト ト ト ト ト ト ト ト ト ト

一

月

二

月

三

月

四

月

五

月

六

月

七

月

八

月

九

月

十

月

十
一
月

半半半 半
天天天雨天天天天天天天

事
例
⑬
南
足
柄
市
関
本
・
向
田
で
は
、
正
月
の
し
め
飾
り
に
は
農
具
に

も
つ
け
る
が
、
し
め
飾
り
で
浄
め
ら
れ
た
鍬
と
榊
、
団
子
を
持
っ
て
田
へ
行

き
、
中
央
に
榊
を
立
て
、
鍬
に
つ
け
た
シ
メ
飾
り
を
榊
に
つ
け
、
そ
の
前
に
、

鍬
で
盛
土
を
三
つ
作
る
。
こ
の
盛
土
に
団
子
を
の
せ
て
、
付
近
の
稲
む
ら
に

隊
け
る
。

食
物
が
不
足
し
た
冬
、
空
腹
な
鳥
が
舞
い
下
り
、
団
子
を
つ
つ
く
の
を
待

つ
。
も
し
鳥
が
上
手
の
を
最
初
に
つ
つ
い
た
ら
、
早
稲
、
中
の
だ
っ
た
ら
中

稲
、
下
手
の
も
の
だ
っ
た
ら
晩
稲
、
と
そ
の
年
に
播
く
稲
の
種
子
を
占
う
。
（

Ⅳ

）

こ
れ
を
、
関
本
で
は
二
月
の
初
午
の
日
、
向
田
で
は
一
月
二
日
に
行
う
。

事
例
⑫
座
間
市
栗
原
で
は
、
ウ
ナ
イ
ゾ
メ
は
四
日
で
田
へ
出
て
、
五
鍬

位
う
な
っ
て
松
と
ハ
オ
カ
ザ
リ
を
立
て
る
。
一
四
日
前
に
取
る
。（

肥

）

同
市
小
池
の
ウ
ナ
イ
ゾ
メ
は
二
日
で
松
に
お
散
供
を
供
え
る
。

事
例
⑪
大
和
市
福
田
で
は
、
一
月
四
日
を
シ
ゴ
ト
ハ
ジ
メ
と
い
い
、
た

ん
ぼ
に
行
き
、
初
鍬
を
入
れ
、
山
林
で
は
め
ぼ
し
い
木
の
枝
を
切
る
。
と
も

（

脂

）

に
門
松
の
小
枝
や
〆
飾
り
・
餅
な
ど
を
供
え
て
豊
作
を
祈
る
。

菜

種

四

ト

萬
十
ニ
ト
作
也

事
例
⑭
中
郡
大
磯
町
生
沢
で
は
、
一
月
四
日
を
ウ
ナ
ィ
ゾ
メ
と
い
い
、

扶
桑
教

十

二

月

半

天
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以
上
が
県
下
で
み
ら
れ
る
予
祝
儀
礼
の
様
相
で
あ
る
。
こ
の
儀
礼
は
、
ウ
ナ

イ
ゾ
メ
と
い
わ
れ
、
基
本
的
に
は
、
正
月
の
四
日
あ
る
は
こ
日
に
鍬
を
携
え

て
田
圃
に
で
か
け
、
よ
い
方
角
に
向
い
て
土
を
耕
い
、
松
飾
り
や
餅
な
ど
を
供

え
て
く
る
鍬
入
れ
の
儀
礼
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
年
中
行
事
で
い
わ
れ
る
と
こ
ろ

の
仕
事
は
じ
め
で
あ
る
。
こ
の
儀
礼
は
、
畑
作
地
帯
で
も
畑
作
儀
礼
と
稲
作
儀

礼
と
が
重
層
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
帯
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
畑

作
儀
礼
の
性
格
が
強
い
と
い
え
よ
う
。

今
回
の
稲
作
儀
礼
で
は
、
粟
穂
稗
穂
に
代
表
さ
れ
る
モ
ノ
ッ
ク
リ
の
儀
礼
は

ほ
と
ん
ど
予
祝
儀
礼
の
範
鴫
に
は
含
ま
な
か
っ
た
。
と
く
に
、
粟
穂
稗
穂
は
本

来
的
に
は
畑
作
儀
礼
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
つ
く
ら
れ
た
ケ
ズ
リ
カ

ヶ
を
播
種
の
時
に
水
口
へ
挿
し
て
い
る
事
例
が
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

事
例
⑮
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ケ
ズ
リ
カ
ケ
を
繭
玉
で
は
な
く
、
稲
穂
を
表
徴
し

て
い
る
事
象
は
め
ず
ら
し
い
事
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

朝
、
田
ん
ぼ
と
畑
へ
行
き
榊
を
立
て
、
辰
巳
の
方
角
を
向
き
一
鍬
入
れ
て
お
飾

（

咽

）

り
と
餅
を
細
か
く
切
っ
て
半
紙
に
包
ん
で
、
う
な
っ
た
所
へ
置
き
拝
む
。

事
例
⑮
中
郡
大
磯
町
虫
窪
・
黒
岩
で
は
、
正
月
一
四
日
に
デ
エ
ノ
コ
ン

ゴ
ウ
の
若
い
木
を
二
○
セ
ン
チ
位
に
切
っ
て
皮
を
は
ぎ
、
真
中
へ
フ
シ
を
お

い
て
両
端
か
ら
幹
を
鎌
で
、
薄
く
そ
ぐ
よ
う
に
削
っ
て
ケ
ズ
リ
カ
ケ
を
つ
く

り
、
一
方
の
端
を
四
つ
割
に
し
て
ダ
ン
ゴ
を
一
つ
挟
ん
で
家
の
中
の
勝
手
の

長
押
に
飾
っ
た
。
ケ
ズ
リ
カ
ケ
は
稲
穂
を
表
わ
し
、
農
作
物
が
豊
か
に
み
の

（

胸

）

る
よ
う
に
と
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

播
種
儀
礼
と
は
、
播
種
に
際
し
て
、
苗
代
の
水
口
に
花
・
木
・
草
な
ど
と
い

う
依
代
を
立
て
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
余
っ
た
種
籾
で
焼
米
を
つ
く
り
、
そ
れ
を

水
口
に
供
え
る
祭
り
で
あ
る
。

豊
凶
を
占
う
儀
礼
は
、
事
例
②
、
⑧
、
⑩
、
⑬
に
み
ら
れ
る
。
事
例
⑧
で
は

大
山
阿
夫
利
神
社
で
一
月
七
日
に
行
わ
れ
る
筒
粥
神
事
の
結
果
に
基
づ
い
て
作

柄
を
決
め
て
い
る
が
、
事
例
⑩
で
は
月
待
の
ヤ
ド
で
一
月
一
四
日
に
筒
粥
で
農

作
物
の
豊
凶
と
、
あ
わ
せ
て
粥
を
炊
く
薪
の
小
枝
を
用
い
て
天
候
も
占
っ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

こ
の
筒
粥
神
事
に
対
し
て
、
事
例
⑬
に
み
ら
れ
る
烏
喰
い
の
年
占
が
あ
る
。

烏
は
八
腿
烏
か
ら
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
神
の
御
使
い
と
か
、
神
が
変
身
し
た
姿

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
烏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
子
を
食
べ
る
こ
と
で
一

種
の
託
宣
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
神
奈
川
県
下
で
は
東
北
地
方
で
顕
著
に
み
ら
れ
る
農
作
業
の
プ
ロ
セ

ス
を
模
倣
し
て
き
た
る
年
の
豊
作
を
祈
念
す
る
類
感
呪
術
的
行
事
や
性
的
な
行

事
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

事
例
①
横
浜
市
戸
塚
区
小
雀
町
で
は
、
四
月
二
七
、
八
日
ご
ろ
種
下
ろ

し
を
す
る
。
終
わ
る
と
水
口
に
山
吹
の
枝
を
さ
し
焼
米
を
供
え
る
。
農
家
で

は
焼
米
ツ
キ
を
す
る
の
で
、
子
ど
も
が
袋
を
持
っ
て
も
ら
い
に
歩
く
。
「
焼

（

釦

）

米
く
ん
な
焼
米
く
ん
な
、
く
れ
ね
ば
苗
間
に
と
び
こ
む
ぞ
」
な
ど
と
唱
え
る
。

二

播

種

儀

礼
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、

事
例
②
川
崎
市
川
崎
区
大
師
河
原
の
日
の
出
町
で
は
、
み
の
口
ま
つ
り

と
い
っ
て
、
苗
代
に
種
子
を
ま
く
が
そ
の
余
っ
た
モ
ミ
で
焼
米
を
つ
く
り
、

（

副

）

水
口
に
二
本
の
竹
棒
を
立
て
、
お
札
紙
を
入
れ
た
焼
米
を
支
え
て
供
え
た
。

事
例
③
川
崎
市
多
摩
区
宿
河
原
で
は
、
米
の
播
種
を
し
た
残
り
の
モ
ミ

を
ふ
か
し
、
妙
っ
て
こ
げ
た
も
の
を
臼
で
つ
く
。
ニ
ワ
ト
コ
の
枝
を
二
本
と
っ

て
先
を
割
り
、
御
嶽
神
社
の
お
札
を
は
さ
ん
で
中
に
焼
き
モ
ミ
を
入
れ
て
水

口
に
立
て
る
。
こ
れ
を
水
口
祭
り
と
い
い
、
昭
和
の
初
め
頃
は
ど
の
農
家
も

（

型

）

し
て
い
た
。

水
口
に
立
て
、
そ
こ
に
焼
米
を
三
ヶ
所
に
分
け
て
供
贈
↑

（

麓

）

立
杵
で
焼
米
を
搗
い
て
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
。

事
例
④
平
塚
市
城
所
で
は
、
種
播
き
が
す
む
と
、
一
月
一
五
日
に
使
っ

た
ケ
エ
カ
き
ボ
ウ
に
神
社
か
ら
配
ら
れ
た
苗
代
の
お
札
を
挟
ん
で
苗
代
田
の

水
口
に
立
て
、
そ
こ
に
焼
米
を
三
ケ
所
に
分
け
て
供
え
て
き
た
。
そ
の
後
、

事
例
⑤
藤
沢
市
大
庭
で
は
、
種
マ
キ
正
月
と
か
、
種
ふ
り
祝
い
と
い
い
、

苗
場
に
種
が
ま
き
終
っ
た
あ
と
に
し
た
。
五
月
の
節
供
前
に
な
る
。
焼
米
を

余
分
に
ひ
や
か
し
て
お
い
た
籾
で
作
っ
た
。
苗
場
の
ミ
ノ
ク
チ
に
焼
米
を
お

ひ
ね
り
に
し
て
三
ぼ
っ
ち
、
こ
れ
は
早
稲
、
こ
れ
は
中
手
、
こ
れ
は
晩
稲
と

決
め
て
あ
げ
た
。
大
晦
日
に
年
男
が
作
っ
て
年
神
に
あ
げ
て
お
い
た
ダ
イ
ノ

決
め
て
あ
げ
た
。
大
晦
日
に
年
男
が
作
っ
て
年
神
に
あ
心

（

型

）

コ
ン
ゴ
の
ケ
ズ
リ
カ
ケ
を
苗
場
の
ミ
ノ
ク
チ
に
さ
し
た
。

同
市
下
土
棚
で
は
、
ナ
エ
マ
に
種
が
播
き
終
る
と
焼
土

ナ
エ
マ
に
種
が
播
き
終
る
と
焼
米
を
搗
い
た
。

若
し､

（

器

）

頃
に
は
近
隣
の
若
い
男
女
が
寄
っ
て
歌
を
う
た
い
な
が
ら
し
た
。

事
例
⑧
伊
勢
原
市
東
富
岡
で
は
、
苗
代
へ
播
種
が
終
わ
る
と
、
焼
米
を

田
の
水
口
に
あ
げ
、
カ
ッ
ノ
キ
を
と
っ
て
き
て
一
尺
く
ら
い
の
長
さ
に
し
、

（

鍋

）

削
り
掛
を
水
口
に
立
て
た
。

同
市
下
平
間
で
は
、
正
月
一
四
日
の
削
り
掛
け
を
ナ
ガ
シ
に
さ
し
て
残
し

（

調

）

て
お
き
、
播
種
き
の
日
、
水
口
に
持
っ
て
い
く
家
も
あ
る
。

事
例
⑥
三
浦
市
須
軽
谷
で
は
、
苗
代
に
播
種
後
、
湯
に
入
る
と
ネ
ー
マ

が
荒
れ
る
と
い
っ
て
風
呂
に
入
ら
な
か
っ
た
。
播
種
に
使
っ
た
ザ
ル
は
三
日

（

郡

）

間
大
神
宮
に
供
え
た
。

事
例
⑦
秦
野
市
今
泉
で
は
、
苗
代
を
作
っ
た
日
、
白
い
粥
を
つ
く
り
神

（

”

）

棚
に
供
え
家
族
も
食
べ
る
。
こ
の
粥
を
苗
代
粥
と
い
う
。

飯
を
作
り
、
種
籾
の
残
り
を
焼
い
て
籾
が
ら
を
と
り
豆
を
入
れ
て
お
湯
で
と

（

釦

）

か
し
て
食
べ
た
。
焼
米
祝
い
と
い
う
。

事
例
⑩
高
座
郡
寒
川
町
倉
見
で
は
、
昔
は
五
月
初
め
ご
ろ
ま
で
に
播
種

｛

釦

）

を
す
ま
せ
、
五
月
の
節
供
前
に
苗
代
に
播
い
た
残
り
の
籾
で
焼
米
を
作
っ
た
。

事
例
⑨
海
老
名
市
上
郷
で
は
、
五
月
初
旬
、
種
蒔
き
が
終
わ
る
と
、
赤

事
例
⑪
中
郡
大
磯
町
虫
窪
・
黒
岩
で
は
、
籾
を
ま
き
終
え
た
晩
、
い
い
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田
植
と
は
苗
代
で
育
て
た
稲
苗
を
本
田
に
植
え
付
け
る
作
業
で
、
田
植
儀
礼

は
そ
の
田
植
前
後
に
と
も
な
う
祭
り
で
あ
る
。
田
植
は
、
本
来
、
「
田
の
神
」

を
迎
え
、
神
前
で
田
植
え
を
し
、
田
植
え
を
終
え
て
か
ら
「
田
の
神
」
を
送
る

と
い
う
厳
粛
で
賑
や
か
な
祭
り
で
あ
る
。

以
上
が
、
神
奈
川
県
下
で
み
ら
れ
た
播
種
儀
礼
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
が
播

種
が
終
わ
っ
た
後
に
、
山
吹
の
枝
、
粥
掻
き
棒
、
ケ
ズ
リ
カ
ケ
な
ど
の
依
代
を

水
口
に
立
て
、
同
時
に
残
っ
た
種
籾
で
焼
米
を
つ
く
っ
て
水
口
に
供
え
て
い
る
。

苗
が
取
れ
る
よ
う
に
苗
代
祝
い
を
や
る
。
マ
キ
ア
ゲ
と
も
い
う
。
お
粥
か
小
豆

飯
と
イ
ト
コ
汁
を
つ
く
り
、
神
ざ
ん
や
仏
さ
ん
へ
あ
げ
て
食
べ
る
。
イ
ト
コ

汁
は
ノ
ブ
キ
・
里
イ
モ
・
ニ
ン
ジ
ン
・
ゴ
ボ
ウ
・
豆
腐
・
サ
サ
ギ
を
入
れ
、

ご
と
ど
と
煮
て
味
噌
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
焼
米
と
い
い
、
ま
き

残
り
の
籾
を
干
し
臼
で
す
り
、
大
豆
を
入
れ
妙
っ
て
ふ
か
し
、
神
さ
ん
や
仏

さ
ん
に
あ
げ
食
べ
る
。
こ
れ
を
半
紙
に
包
ん
で
苗
代
の
こ
ぱ
へ
あ
げ
た
。
こ

れ
は
カ
ラ
ス
や
ス
ズ
メ
に
ま
い
た
籾
を
食
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
マ
ジ
ナ
イ

事
例
⑫
足
柄
上
郡
山
北
町
共
和
地
区
で
は
、
四
月
末
に
苗
代
を
作
る
。

（

認

）

終
る
と
水
口
に
焼
米
を
オ
サ
ン
ゴ
に
し
て
撒
く
。

三

田

植

儀

礼

「

２

一

一

３

』

で
あ
る
。

事
例
⑥
藤
沢
市
西
俣
野
で
は
、
田
植
え
祝
い
と
い
っ
て
、
田
植
え
が
済

む
と
、
そ
の
日
ア
ズ
キ
メ
シ
な
ど
を
作
っ
て
食
べ
た
。
こ
の
時
に
は
苗
を
三

把
を
お
盆
に
の
せ
て
家
に
持
っ
て
い
っ
て
植
え
た
。
二
、
三
○
年
前
ま
で
は

事
例
④
藤
沢
市
今
田
で
は
、
田
植
え
ア
ガ
リ
と
い
っ
て
、
植
え
田
が
終

え
た
お
祝
い
で
各
家
で
す
る
。
植
え
田
に
使
っ
た
道
具
を
き
れ
い
に
洗
っ
て

し
ま
い
、
赤
い
御
飯
を
作
っ
て
酒
を
飲
ん
だ
。
植
え
田
の
ボ
タ
モ
チ
と
い
つ

（

釘

）

て
植
え
田
が
終
っ
て
ボ
タ
モ
チ
を
作
っ
た
。

事
例
③
平
塚
市
土
屋
で
は
、
春
の
田
植
え
の
時
に
稲
の
苗
を
三
把
取
り
、

荒
神
様
に
供
え
、
一
ケ
月
ぐ
ら
い
で
下
げ
て
田
圃
へ
持
っ
て
行
く
。
そ
う
す

（

妬

）

る
と
稲
に
悪
い
虫
が
つ
か
な
い
。

事
例
②
川
崎
市
麻
生
区
岡
上
で
は
、
田
植
を
終
え
た
時
、
サ
ナ
プ
リ
と

い
っ
て
煮
物
や
そ
ば
を
作
り
、
イ
イ
仕
事
で
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
ク
ミ
ア

イ
や
講
中
の
人
々
を
招
い
て
ご
馳
走
す
る
。
ま
た
、
田
植
正
月
と
い
い
、
町

（

調

）

内
会
長
（
以
前
は
区
長
）
が
フ
レ
を
出
し
、
一
日
仕
事
を
休
ん
だ
。

事
例
⑤
藤
沢
市
大
庭
で
は
、
ナ
エ
マ
を
植
え
る
と
田
植
え
は
終
る
。
こ

（

銘

）

の
時
に
オ
オ
ダ
ウ
エ
と
い
っ
て
ア
ズ
キ
メ
シ
を
作
っ
て
食
べ
た
。

事
例
①
川
崎
市
多
摩
区
菅
で
は
、
田
植
え
の
あ
と
、
焼
米
を
水
口
に
あ

（

鈍

）

げ
た
。
紙
に
包
ん
で
竹
の
先
を
割
り
、
そ
れ
に
は
さ
ん
で
水
口
に
立
て
る
。
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（

調

）

こ
の
辺
り
で
は
ど
こ
の
家
で
も
し
て
い
た
。

事
例
⑧
相
模
原
市
上
鶴
間
で
は
、
田
植
の
終
っ
た
頃
、
田
植
ぼ
た
餅
と

（

蛇

）

称
し
て
ぼ
た
も
ち
を
つ
く
る
。

事
例
⑪
海
老
名
市
上
郷
で
は
、
三
○
年
ハ

ら
一
週
間
ほ
ど
で
田
植
を
し
た
。
終
わ
る
と
士

様
に
あ
げ
て
田
植
の
祝
い
を
し
た
。
正
月
に
生

（

鯛

）

頃
に
妙
っ
た
り
油
で
あ
げ
た
り
し
て
食
べ
る
。

海
老
名
市
上
郷
で
は
、
三
○
年
ぐ

事
例
⑦
藤
沢
市
円
行
で
は
、
植
え
田
が
終
わ
る
と
植
え
田
祝
い
を
や
っ

た
。
手
伝
っ
て
く
れ
た
者
を
呼
ん
だ
り
、
そ
の
人
の
と
こ
ろ
に
シ
ル
シ
を
し

た
り
し
た
。
赤
飯
を
た
き
、
コ
ッ
ケ
餅
（
餅
に
ア
ン
を
つ
け
た
も
の
）
を
配
っ

（

帆

）

た
。
コ
ッ
ケ
餅
は
神
棚
に
お
供
え
し
た
。

あ
る
い
は
、
植
え
田
が
済
む
と
荒
神
さ
ん
に
苗
を
一
把
よ
く
洗
っ
て
あ
げ

る
家
も
あ
っ
た
。
こ
の
苗
は
あ
と
で
川
に
流
し
て
し
ま
う
。
大
正
の
初
め
ま

（

杣

）

で
し
た
。

事
例
⑩
三
浦
市
毘
沙
門
で
は
、
田
植
え
に
苗
一
把
を
オ
カ
マ
様
に
供
え
、

（

“

）

田
植
え
じ
ま
い
に
は
ナ
エ
マ
に
赤
飯
を
供
え
る
。

事
例
⑨
三
浦
市
初
声
町
三
戸
で
は
、
ナ
エ
ニ
カ
ミ
（
苗
の
神
）
と
い
つ

（

蛸

）

て
苗
二
把
を
膳
に
の
せ
強
飯
を
供
え
カ
ッ
テ
（
勝
手
）
に
置
く
。

ら
い
前
ま
で
は
七
月
一
日
か

ど
で
田
植
を
し
た
。
終
わ
る
と
赤
飯
を
作
り
、
苗
を
三
束
荒
神

田
植
の
祝
い
を
し
た
。
正
月
に
年
神
棚
に
供
え
た
餅
を
田
植
の

以
上
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
神
奈
川
県
下
で
は
田
植
え
前
に
行
わ

れ
る
儀
礼
が
み
ら
れ
ず
、
田
植
え
が
終
わ
る
と
苗
束
を
荒
神
様
に
供
え
る
儀
礼

が
顕
著
に
み
ら
れ
、
さ
ら
に
小
豆
飯
や
牡
丹
餅
な
ど
の
ご
馳
走
を
栫
え
て
食
べ

て
い
る
。
事
例
⑮
で
は
、
荒
神
様
で
な
く
エ
ビ
ス
様
に
苗
を
供
え
て
い
る
。

な
お
、
神
奈
川
県
下
に
は
い
わ
ゆ
る
「
田
の
神
」
信
仰
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、

し
た
が
っ
て
田
の
神
降
ろ
し
の
行
事
な
ど
が
み
ら
れ
な
い
。

事
例
⑮
津
久
井
郡
藤
野
町
名
倉
で
は
、
田
植
え
後
、
苗
を
エ
ビ
ス
様
に

（

⑲

）

供
え
る
。

事
例
⑭
足
柄
下
郡
箱
根
町
仙
石
原
で
は
、
苗
を
か
ま
ど
荒
神
に
供
え
た

（

犯

）

後
、
そ
の
前
で
早
乙
女
が
田
植
歌
を
歌
っ
た
。

事
例
⑬
足
柄
上
郡
山
北
町
共
和
地
区
で
は
、
田
植
が
終
る
と
、
苗
三
把

（

”

）

を
オ
カ
マ
様
（
荒
神
）
に
供
え
、
村
全
体
が
集
ま
っ
て
酒
を
飲
む
。

四
成
長
祈
願
儀
礼

事
例
⑫
中
郡
大
磯
町
で
は
、
田
植
が
終
わ
る
と
カ
マ
ド
（
荒
神
さ
ん
）

の
上
に
塩
を
み
ぼ
っ
ち
や
と
稲
束
を
一
把
づ
つ
あ
げ
る
。
ボ
タ
モ
チ
か
、
ァ

（

妬

）

ン
コ
ロ
餅
を
つ
く
り
、
神
さ
ん
・
仏
さ
ん
へ
あ
げ
食
べ
る
。
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で
は
、
最
初
に
虫
送
り
の
様
相
を
紹
介
し
よ
う
。
虫
送
り
と
は
、
稲
な
ど
の

虫
害
を
悪
霊
の
し
わ
ざ
と
考
え
て
、
こ
れ
を
ム
ラ
か
ら
追
放
す
る
共
同
祈
願
の

ひ
と
つ
で
、
定
期
的
に
行
わ
れ
る
地
域
と
虫
害
が
起
き
た
時
に
臨
時
に
行
わ
れ

る
地
域
と
が
あ
る
。

田
植
か
ら
収
穫
に
い
た
る
期
間
で
、
稲
の
生
育
を
制
約
す
る
の
が
虫
害
と
天

候
の
影
響
Ｉ
干
害
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
災
い
を
除
い
た
り
、
祓
っ
た
り
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
の
が
成
長
祈
願
儀
礼
で
あ
る
。
と
く
に
、
虫
送
り
や
雨
乞

い
の
行
事
は
、
今
日
の
よ
う
に
科
学
が
発
達
し
て
い
な
い
時
代
に
は
重
要
な
祈

願
で
あ
っ
た
。

事
例
③
茅
ヶ
崎
市
芹
沢
で
は
、
虫
送
り
正
月
と
い
い
、
仕
事
を
休
む
。

神
主
か
ら
も
ら
っ
た
お
札
を
田
や
畑
へ
立
て
る
。
昔
は
行
列
を
作
り
太
鼓
を

（

艶

）

叩
い
て
、
稲
の
虫
送
れ
と
い
い
な
が
ら
村
境
ま
で
虫
送
り
を
し
た
。

事
例
②
藤
沢
市
今
田
で
は
、
七
月
二
八
日
、
竹
で
篭
の
よ
う
な
も
の
を

作
り
、
そ
の
中
に
虫
を
入
れ
て
持
ち
、
さ
ら
に
各
自
は
い
ろ
ん
な
色
の
紙
で

作
っ
た
旗
を
持
っ
て
お
宮
さ
ん
（
鯖
明
神
社
）
か
ら
出
る
。
「
稲
の
虫
を
送
れ
」

と
大
声
で
い
い
な
が
ら
村
の
中
を
歩
い
て
今
飯
橋
の
あ
た
り
で
虫
を
入
れ
た

（

別

）

篭
の
よ
う
な
も
の
と
旗
を
境
川
に
流
し
た
。

事
例
①
鎌
倉
市
津
で
は
、
盆
の
頃
、
田
に
青
竹
を
立
て
て
し
め
を
は
り
、

（

卵

）

手
広
と
の
境
の
庚
申
様
ま
で
田
の
虫
を
送
っ
た
。

つ
ぎ
は
雨
乞
い
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
雨
乞
い
と
は
、
水
不
足
に
悩
む
と

行
わ
れ
る
共
同
祈
願
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
雨
乞
い
に
は
い
く
つ
か
の

（

弱

）

タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

以
上
が
県
内
の
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
虫
送
り
の
様
相
で
あ
る
。

事
例
⑥
足
柄
上
郡
山
北
町
共
和
地
区
で
は
、
六
月
中
に
杉
の
葉
で
お
宮

を
つ
く
っ
て
、
二
人
の
者
が
か
つ
い
で
、
ム
ラ
の
畑
の
ま
わ
り
を
廻
り
、
終

る
と
山
の
中
へ
入
っ
て
捨
て
て
来
る
。
ま
た
、
不
動
さ
ん
か
ら
虫
封
じ
の
お

（

弱

）

札
を
も
ら
っ
て
来
て
田
畑
に
立
て
て
お
く
。

事
例
⑤
海
老
名
市
上
郷
で
は
、
九
月
九
日
ご
ろ
虫
送
り
を
し
た
。
ジ
ョ

ウ
ッ
ゲ
が
各
家
を
ま
わ
っ
て
お
神
酒
銭
と
い
っ
て
銭
を
も
ら
っ
て
歩
き
、
そ

の
金
で
村
人
皆
が
有
鹿
神
社
へ
集
ま
っ
て
神
主
に
祝
詞
を
あ
げ
て
も
ら
い
飲

（
別
）

む

。

事
例
④
大
和
市
福
田
で
は
、
鉦
と
太
鼓
を
た
た
い
て
田
畑
の
中
を
ま
わ

り
、
最
後
に
は
隣
村
と
の
境
ま
で
行
っ
て
送
り
出
し
た
。
そ
の
時
、
「
サ
イ

ト
コ
ベ
ッ
ト
コ
サ
ー
ネ
モ
リ
米
の
虫
を
も
ひ
つ
し
や
げ
た
」
と

（

弱

）

唄
っ
た
。

（
１
）
千
駄
焚
き
と
も
い
わ
れ
、
山
上
で
火
を
焚
く
タ
イ
プ
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（
２
）
大
山
・
箱
根
山
・
榛
名
山
な
ど
の
聖
地
か
ら
水
を
貰
い
う
け
、
田
畑

に
撒
く
タ
イ
プ

（
３
）
沼
や
滝
壺
な
ど
に
石
や
汚
物
等
を
投
げ
入
れ
て
、
竜
神
を
怒
ら
し
て

雨
を
降
ら
す
タ
イ
プ

（
４
）
歌
・
踊
り
・
女
相
撲
な
ど
を
奉
納
し
て
、
神
の
こ
こ
ろ
を
柔
ら
げ
よ

う
と
す
る
タ
イ
プ

（
５
）
神
社
や
寺
院
に
参
詣
し
、
祈
祷
す
る
タ
イ
プ

事
例
⑦
横
浜
市
瀬
谷
区
瀬
谷
の
橋
戸
で
は
、
雨
が
降
ら
な
い
と
神
社
の

境
内
に
ム
ラ
の
全
員
が
集
ま
っ
て
、
藁
で
大
き
な
竜
一
匹
と
小
さ
な
竜
千
匹

を
つ
く
っ
た
。
大
き
い
竜
は
太
さ
三
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
五
メ
ー
ト

ル
の
大
き
さ
で
あ
る
。
小
さ
い
竜
は
藁
の
一
本
ね
じ
り
で
あ
る
。
こ
の
竜
で

ム
ラ
の
中
を
ね
り
歩
き
な
が
ら
、
本
郷
に
あ
る
用
水
の
堰
ま
で
出
か
け
る
。

そ
し
て
、
堰
の
中
に
入
り
、
水
を
掛
け
合
い
な
が
ら
「
六
根
清
浄
」
を
唱
え

た
。
堰
の
取
水
口
は
境
川
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
時
に
体
が
大
き
く
力
の
あ
る
者
が
堰
の
中
に
入
っ
て
、
西
福

寺
の
半
鐘
を
頭
か
ら
か
ぶ
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
め
が
け
て
皆
が
水
を
掛
け
た
。

そ
の
間
、
宝
蔵
院
の
僧
侶
が
来
て
お
経
を
唱
え
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
二
人
で
大
山
の
水
を
貰
い
に
行
っ
た
。
途
中
で
休
ん
で
は
い
け

な
い
と
い
わ
れ
る
の
で
、
別
の
二
人
が
厚
木
あ
た
り
ま
で
迎
え
に
行
っ
た
。

（

師

）

こ
の
水
を
堰
の
中
に
撒
い
た
と
い
う
。

県
下
の
様
相
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

事
例
⑪
愛
甲
郡
清
川
村
煤
ヶ
谷
で
は
、
雨
が
降
ら
な
い
と
、
雌
雄
二
匹

の
竜
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
竜
に
魂
を
入
れ
て
か
ら
、
こ
れ
を
担
い
で
鉦

や
太
鼓
を
叩
き
、
踊
り
な
が
ら
、
ム
ラ
の
中
を
練
り
歩
い
て
雨
乞
い
を
し
た

と
い
う
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
竜
は
川
の
淵
に
沈
め
ら
れ
る
。
こ
の
行
事
は
、

（

例

）

六
○
年
ほ
ど
前
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。

事
例
⑩
茅
ヶ
崎
市
芹
沢
で
は
、
日
照
が
続
く
と
ま
ず
神
社
に
集
ま
っ
て

祈
願
す
る
。
そ
れ
で
も
降
ら
な
い
時
は
神
社
の
鐘
を
小
出
川
に
入
れ
て
水
を

か
け
る
。
そ
れ
で
も
降
ら
な
い
と
、
青
年
が
榛
名
山
や
大
山
へ
行
っ
て
徳
利

（

釦

）

に
水
を
い
た
だ
い
て
来
て
神
社
に
供
え
る
と
い
う
。

以
上
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
県
下
に
は
千
駄
焚
き
と
も
い
わ
れ
る

事
例
⑧
川
崎
市
麻
生
区
岡
上
で
は
、
天
気
続
き
で
雨
が
降
ら
な
い
時
は

雨
乞
い
を
し
た
。
ム
ラ
総
出
で
岡
上
神
社
に
集
ま
り
、
神
主
さ
ん
に
祝
詞
を

あ
げ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、
鶴
見
川
に
男
衆
が
裸
で
入
り
、
水
の
か
け
っ
こ

を
し
た
。
あ
る
い
は
、
大
山
ま
で
代
表
二
人
が
筒
を
持
っ
て
出
か
け
、
大
山

不
動
の
滝
の
水
を
も
ら
い
。
そ
の
水
を
岡
上
橋
の
所
か
ら
鶴
見
川
へ
流
し
、

｛

記

）

皆
で
川
へ
入
っ
て
水
浴
び
を
し
て
雨
の
降
る
こ
と
を
祈
っ
た
と
い
う
。

事
例
⑨
平
塚
市
下
島
で
は
、
神
社
に
あ
る
小
さ
い
池
を
さ
ら
っ
て
き
れ

（

的

）

い
に
す
る
と
雨
が
降
る
と
い
っ
た
。
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ま
た
、
風
な
ど
の
害
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
に
祈
願
す
る
行
事
は
、
風
祭

り
と
い
わ
れ
る
。
県
下
の
事
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
風
祭
り
や
雷
祭
り
は

多
く
の
地
域
で
よ
く
み
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
酷
似
し
て
い
る
。

（

舵

｝

山
上
で
火
を
焚
く
タ
イ
プ
が
み
ら
れ
な
い
が
、
川
崎
市
の
調
査
結
果
か
ら
も
窺

え
る
よ
う
に
大
山
の
阿
夫
利
神
社
な
ど
の
霊
水
を
貰
っ
て
く
る
形
態
が
よ
く
み

ら
れ
る
。
近
年
、
ム
ラ
社
会
か
ら
雨
乞
い
の
習
俗
が
消
滅
し
た
が
、
現
在
で
も

水
道
局
、
電
力
会
社
、
傘
屋
、
長
靴
屋
、
ス
キ
ー
場
な
ど
に
携
わ
る
人
び
と
が

大
山
の
阿
夫
利
神
社
に
雨
乞
い
で
参
詣
し
て
い
る
と
い
う
。

雨
乞
い
の
結
果
、
雨
が
降
る
と
オ
シ
メ
リ
正
月
な
ど
と
称
し
て
仕
事
を
一
日

休
ん
だ
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
雨
乞
い
と
は
反
対
に
、
雨
が
降
り
続
い
て
困
る
時
に
は
晴
天
を
祈

願
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
照
乞
い
な
ど
と
い
い
、
雨
乞
い
に
く
ら

べ
て
少
な
か
っ
た
。
次
の
事
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
天
道
念
仏
と
称
し
て
天

気
を
祈
願
し
て
念
仏
を
唱
え
た
と
い
う
。

事
例
⑫
中
郡
大
磯
町
西
久
保
で
は
、
テ
ン
ト
ウ
（
天
道
）
念
仏
と
い
い
、

雨
が
一
週
間
も
一
○
日
も
降
り
続
い
て
い
る
よ
う
な
時
に
早
く
天
気
に
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
、
宿
の
家
で
は
榊
を
あ
げ
て
念
仏
を
あ
げ

（
“
）

た

。
事
例
⑬
藤
沢
市
用
田
で
は
、
風
で
作
物
が
荒
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
っ

て
九
月
一
日
に
お
宮
に
寄
っ
て
風
祭
を
す
る
。
神
主
を
呼
ん
で
、
み
ん
な
で

収
穫
儀
礼
と
は
、
稲
刈
り
の
終
了
を
祝
う
祭
り
で
あ
る
。
こ
の
収
穫
儀
礼
は
、

わ
が
国
で
は
刈
入
れ
の
ま
え
の
初
穂
の
儀
礼
と
、
刈
入
れ
後
の
儀
礼
と
が
重

な
っ
て
二
重
構
造
を
な
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

わ
が
国
で
行
わ
れ
る
収
穫
儀
礼
は
、
行
事
の
名
称
・
内
容
・
期
日
か
ら
五
つ

（

“

）

の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
刈
上
げ
型
、
ト
ー
カ
ン
ヤ
型
、
ア

エ
ノ
コ
ト
型
、
亥
の
子
型
、
丑
の
日
型
と
い
う
順
序
で
、
東
北
地
方
か
ら
九
州

に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
。

刈
上
げ
型
は
、
稲
束
や
新
米
を
祀
っ
た
り
、
単
な
る
収
穫
を
祝
う
タ
イ
プ
で

東
北
地
方
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
ト
ー
カ
ン
ヤ
型
は
、
一
○
月
一
○
日
に
子

ど
も
が
藁
棒
で
地
面
を
叩
い
た
り
、
あ
る
い
は
田
圃
か
ら
案
山
子
を
家
に
持
っ

て
帰
り
、
祀
る
タ
イ
プ
で
、
関
東
・
長
野
・
静
岡
一
帯
に
分
布
し
て
い
る
。
ア

エ
ノ
コ
ト
型
は
、
能
登
半
島
に
だ
け
に
分
布
し
て
い
る
タ
イ
プ
で
、
「
田
の
神
」

を
田
か
ら
家
に
迎
え
て
歓
待
す
る
収
穫
祭
で
あ
る
。
亥
の
日
型
は
、
一
○
月
中

の
亥
の
日
に
子
ど
も
組
が
唄
を
う
た
い
な
が
ら
戸
口
な
ど
で
石
を
叩
い
た
り
、

藁
棒
で
地
面
を
打
つ
タ
イ
プ
で
、
西
日
本
一
帯
に
分
布
し
て
い
る
。
丑
の
日
型

事
例
⑭
足
柄
上
郡
山
北
町
共
和
地
区
で
は
、
風
祭
り
は
二
百
十
日
頃
に

行
わ
れ
、
八
朔
と
も
い
っ
て
い
る
。
全
戸
の
人
が
宿
に
集
ま
っ
て
酒
を
飲
む

（

侭

）

の
で
あ
る
。
宿
は
廻
り
番
で
あ
る
。

、
自
峨
一

戸
《
駐
〕
、

拝
む
。

五

収

穫

儀

礼

－32－



は
、
一
○
月
の
丑
の
日
に
一
家
の
主
人
が
田
圃
に
刈
り
残
し
た
稲
束
を
刈
り

取
っ
て
家
に
運
び
こ
む
タ
イ
プ
で
、
北
九
州
の
一
部
に
分
布
し
て
い
る
。

県
下
の
事
例
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
大
部
分
が
単
に
収
穫
を
祝
う
儀
礼

で
あ
る
。事

例
⑤
藤
沢
市
今
田
で
は
、
カ
リ
ァ
ゲ
と
い
っ
て
、
稲
刈
り
が
終
る
と

（

別

）

赤
い
御
飯
を
作
っ
て
祝
っ
た
。

事
例
③
平
塚
市
城
所
で
は
、
二
月
九
日
を
田
の
神
節
供
と
い
い
、
赤

飯
を
作
っ
て
神
に
あ
げ
る
。
そ
れ
を
蛙
が
背
負
っ
て
行
く
の
を
大
根
が
の
び

（

的

）

あ
が
っ
て
み
る
の
で
、
こ
の
頃
大
根
が
の
び
は
じ
め
る
の
だ
と
い
う
。

事
例
②
川
崎
市
麻
生
区
黒
川
で
は
、
稲
を
刈
っ
て
最
後
の
一
把
を
「
か

か
し
さ
ま
に
上
げ
る
」
と
い
っ
て
、
え
び
す
様
に
供
え
る
。
一
般
に
は
ぼ
た

（

肥

）

餅
を
あ
げ
る
と
い
う
。

事
例
④
藤
沢
市
長
後
で
は
、
稲
を
刈
り
終
る
と
刈
り
上
げ
祝
い
と
し
て

｛

、

）

オ
コ
ウ
を
た
い
て
、
神
棚
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
の
神
様
に
お
供
え
し
た
。

事
例
①
川
崎
市
麻
生
区
岡
上
で
は
、
稲
刈
り
を
終
え
る
と
コ
キ
ァ
ゲ
の

ぼ
た
餅
を
作
り
、
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
人
々
に
配
る
。
ま
た
、
カ
リ
ァ
ゲ

の
お
か
ゆ
と
い
っ
て
小
豆
粥
を
作
り
、
う
ど
ん
を
ゆ
で
、
ド
ジ
ョ
ウ
ガ
ユ
と

（

師

）

い
う
名
で
食
べ
た
。

事
例
⑩
海
老
名
市
上
郷
で
は
、
刈
り
上
げ
が
終
わ
る
と
神
棚
の
ほ
か
、

（

帥

）

鎌
な
ど
に
赤
飯
を
供
え
て
刈
り
上
げ
祝
い
を
し
た
。

事
例
⑨
大
和
市
福
田
で
は
、
亥
の
子
に
は
ぼ
た
餅
を
つ
く
る
。
亥
の
子

の
ぼ
た
餅
を
つ
く
る
と
蛙
が
し
よ
っ
て
歩
く
。
畑
で
大
根
が
ほ
し
が
っ
て
首

（

刃

）

を
の
ば
す
と
い
う
。

事
例
⑦
藤
沢
市
石
川
の
寺
ヤ
ト
で
は
、
収
穫
が
終
わ
る
と
新
穀
を
飯
に

し
て
大
神
宮
様
に
「
初
米
」
と
し
て
供
え
た
。
ま
た
、
刈
り
上
げ
、
扱
き
上

（

万

｝

げ
ご
と
に
、
赤
飯
や
餅
を
作
っ
て
大
神
宮
様
に
供
え
た
。

事
例
⑥
藤
沢
市
大
庭
で
は
、
コ
キ
ァ
ゲ
と
い
っ
て
、
稲
が
こ
き
終
る
と

（

別

）

ア
ズ
キ
メ
シ
を
作
っ
て
食
べ
た
。
セ
ン
バ
に
も
供
え
た
。

（

巧

）

同
市
高
倉
で
は
、
米
の
飯
を
炊
い
て
神
棚
に
供
え
た
り
し
て
食
べ
た
。
ま

た
、
同
市
長
後
で
は
、
コ
キ
ァ
ゲ
祝
い
と
し
て
オ
コ
ウ
を
た
き
、
神
棚
に
供

（

柘

）

え
た
。

事
例
⑧
藤
沢
市
用
田
で
は
、
稲
の
収
穫
が
す
ん
で
か
ら
お
初
穂
と
い
つ

（

犯

）

て
新
穀
を
荒
神
様
に
あ
げ
る
。

（

泥

｝

同
市
大
庭
で
は
、
ア
ズ
キ
メ
シ
を
炊
い
て
神
棚
に
あ
げ
て
報
告
し
た
。
ま

た
、
同
市
打
戻
で
は
、
ボ
タ
モ
チ
や
赤
飯
を
作
り
、
鎌
と
刈
り
台
を
き
れ
い

（

耐

）

に
し
て
供
え
る
。
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事
例
⑯
足
柄
下
郡
湯
河
原
町
鍛
冶
屋
で
は
、
「
い
の
こ
」
の
時
は
「
い

の
こ
」
の
ぼ
た
餅
を
つ
く
る
。
い
の
こ
は
百
姓
の
神
で
物
を
ふ
や
し
て
く
れ

る
と
い
い
、
「
い
の
こ
」
の
ぽ
た
も
ち
は
と
っ
た
り
、
や
っ
た
り
す
る
も
の

（

師

）

だ
と
い
う
。

事
例
⑬
中
郡
大
磯
町
で
は
、
二
月
の
亥
の
日
を
亥
の
子
の
ボ
タ
モ
チ

（

例

）

と
い
い
、
こ
の
日
ボ
タ
モ
チ
を
つ
く
っ
て
食
べ
る
。

事
例
⑭
足
柄
上
郡
中
井
町
境
で
は
、
「
い
の
こ
」
に
は
「
い
の
こ
の
ぼ

（

鰯

）

た
も
ち
」
を
つ
く
り
、
イ
ノ
シ
シ
の
絵
の
表
具
に
供
え
る
。

ま
た
、
脱
穀
が
終
わ
る
と
神
棚
の
ほ
か
脱
穀
機
な
ど
に
赤
飯
を
供
え
て
脱

（

団

）

穀
祝
い
を
し
た
。

事
例
⑮
足
柄
下
郡
箱
根
町
仙
石
原
で
は
、
収
穫
後
、
米
を
か
ま
ど
荒
神

（

髄

）

に
供
え
る
。

事
例
⑪
綾
瀬
市
早
川
で
は
、
だ
い
た
い
一
○
月
ご
ろ
、
稲
の
刈
り
上
げ

が
終
わ
る
と
各
家
ご
と
に
赤
飯
な
ど
を
つ
く
っ
て
祝
っ
た
。
刈
り
上
げ
の
祝

（

躯

）

い
と
い
』
っ
。

事
例
⑫
綾
瀬
市
早
川
で
は
、
だ
い
た
い
脱
穀
が
終
わ
る
と
、
赤
飯
を
炊

（

鍋

）

い
て
祝
っ
た
。
コ
キ
ア
ゲ
の
祝
い
と
い
う
。

以
上
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
県
下
の
収
穫
儀
礼
は
、
稲
の
刈
り
取

り
を
祝
う
刈
上
げ
の
儀
礼
と
、
稲
の
脱
穀
を
祝
う
扱
上
げ
の
儀
礼
が
大
部
分
で

あ
る
。
し
か
も
、
関
東
の
諸
県
や
長
野
県
の
よ
う
な
ト
ウ
カ
ン
ヤ
（
十
日
夜
）

行
事
が
な
く
、
亥
の
子
の
伝
承
が
み
ら
れ
る
が
藁
鉄
砲
や
亥
の
子
石
で
子
ど
も

（

胡

）

た
ち
が
地
面
を
搗
い
て
歩
く
習
俗
は
み
ら
れ
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
事
例

⑨
で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
に
亥
の
子
の
牡
丹
餅
を
つ
く
っ
た
り
、
さ
ら
に

そ
の
餅
を
蛙
が
背
負
っ
て
い
る
と
大
根
が
そ
れ
を
見
る
た
め
に
背
伸
び
す
る
の

で
大
根
が
成
長
す
る
と
い
う
伝
承
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。

こ
の
亥
の
子
に
つ
い
て
は
、
小
川
直
之
氏
が
「
田
の
神
節
供
」
と
関
連
さ
せ

て
考
察
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
亥
の
子
の
伝
承
が
麦
作
の
豊
作
と
結
び
つ
い

て
い
る
こ
と
や
田
の
神
節
供
の
伝
承
と
同
類
型
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

（
的
）

ブ
（
》
Ｏ

と
り
わ
け
、
県
下
の
収
穫
儀
礼
で
興
味
深
い
点
は
、
事
例
②
に
お
い
て
「
最

（

卯

）

後
の
稲
束
」
儀
礼
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
麻
生
区

黒
川
、
同
区
栗
木
周
辺
で
た
び
た
び
調
査
を
試
み
た
が
、
す
で
に
現
時
点
で
は

伝
承
の
存
在
す
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

神
奈
川
県
下
に
お
け
る
稲
作
儀
礼
は
、
前
回
に
発
表
し
た
畑
作
儀
礼
と
同
様

に
き
わ
め
て
希
薄
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
急
速
に
進
む
都
市
化
に
伴
う
農
地

の
減
少
や
専
業
農
家
の
減
少
、
さ
ら
に
科
学
的
な
農
業
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て

伝
統
的
な
農
業
が
崩
壊
寸
前
に
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

お
わ
り
に
ｌ
若
干
の
問
題
点
Ｉ
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し
な
が
ら
、
神
奈
川
県
下
で
は
断
片
的
で
あ
る
が
、
稲
作
儀
礼
を
か
い
ま
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
神
奈
川
県
下
の
農
耕
儀
礼
が
は
じ
め
か
ら
希
薄

な
地
帯
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
日
本
各
地
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
農
耕
儀
礼

が
伝
承
し
て
い
た
が
漸
次
、
消
滅
化
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
ま
だ
結
論
を
出
す
に
は
十
分
に
検
討
す
る
デ
ー
ダ

が
完
備
し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
今
回
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
神
奈
川
県
下
に

お
け
る
農
耕
儀
礼
を
研
究
す
る
た
め
の
予
備
的
作
業
の
一
環
で
、
デ
ー
タ
の
蓄

積
と
整
理
を
め
ざ
す
段
階
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
仮
に
、
こ
れ
ら
の
点
が
明
ら

か
に
な
る
な
ら
ば
、
神
奈
川
県
下
に
お
け
る
農
耕
儀
礼
の
研
究
に
ひ
と
つ
の
光

明
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
神
奈
川
県
下
の
稲
作
に
は
、
県
西
部
に
広
が
る
早
乙
女
が
関
与
す

る
本
格
的
な
植
え
田
法
と
、
相
模
川
流
域
か
ら
東
部
に
み
ら
れ
る
摘
田
か
ら
移

行
し
た
植
え
田
法
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
問

（

卯

）

題
に
つ
い
て
も
ひ
と
つ
の
糸
口
が
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
新
し
い
展
開
が
期
待
で

き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

本
稿
は
、
稲
作
儀
礼
の
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
い
る
の
で
、

水
稲
の
栽
培
技
術
や
そ
れ
に
伴
う
農
具
（
民
具
）
を
儀
礼
な
ど
と
関
連
さ
せ
て

考
察
す
る
複
合
的
な
視
点
が
今
回
も
欠
落
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は

別
の
機
会
に
取
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
民
俗
調
査
報
告
書
等

も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
て
終
わ
り
と
し
た
い
。

注
（
１
）
拙
稿
「
神
奈
川
県
下
の
畑
作
儀
礼
に
つ
い
て
ｌ
事
例
報
告
を
中
心
に
ｌ
」
『
神
奈

川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）
』
第
一
二
号
、
一
九
八
五
。

（
２
）
福
田
ア
ジ
ォ
氏
は
、
「
民
俗
学
は
全
国
各
地
か
ら
集
め
た
資
料
を
類
型
化
し
比
較

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
的
変
遷
を
研
究
す
る
も
の
だ
と
い
う
固
定
観
念
を
破
る
必
要

が
あ
る
。
本
稿
が
示
す
よ
う
に
、
類
型
化
と
比
較
は
問
題
の
所
在
と
展
望
を
与
え
て
く

れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
論
は
決
し
て
歴
史
的
変
遷
と
い
う
形
で
出
て
こ
な
い
し
、
単

な
る
中
間
的
な
予
想
に
す
ぎ
な
い
。
真
の
解
答
は
、
そ
の
民
俗
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
地

域
に
お
い
て
分
析
し
、
歴
史
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
」
と
指
摘
し

て
い
る
が
、
筆
者
も
基
本
的
に
同
意
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
方
法
は
地

域
が
捨
象
さ
れ
る
点
を
十
分
に
承
知
し
て
い
る
が
、
あ
え
て
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め

に
類
型
化
を
試
み
て
い
る
。
次
の
段
階
か
ら
は
地
域
で
の
分
析
を
試
み
た
い
。
福
田
ア

ジ
ォ
著
『
時
間
の
民
俗
学
・
空
間
の
民
俗
学
』
木
耳
社
、
一
九
八
九
、
二
六
○
頁
。

（
３
）
杉
山
晃
一
「
農
耕
儀
礼
」
（
石
田
英
一
郎
・
泉
靖
一
・
宮
城
音
弥
『
現
代
文
化
人

類
学
４
』
一
九
六
○
、
所
収
）
。
伊
藤
幹
治
『
稲
作
儀
礼
の
研
究
１
日
琉
同
祖
論
の
再
検

討
ｌ
』
一
九
七
四
。

（
４
）
神
奈
川
県
史
編
集
室
『
神
奈
川
県
民
俗
資
料
調
査
報
告
』
２
、
一
九
七
二
、
一

六
頁
。
（
５
）
神
奈
川
県
史
編
集
室
『
神
奈
川
県
民
俗
資
料
調
査
報
告
』
３
、
一
九
七
三
、
六

四
’
六
五
頁
。

（
６
）
藤
沢
市
教
育
文
化
研
究
所
『
稲
作
慣
行
調
査
報
告
書
Ｉ
藤
沢
市
石
川
地
区
ｌ
』

一
九
七
三
、
二
三
頁
。

（
７
）
前
掲
（
６
）
、
二
三
頁
。

（
８
）
藤
沢
市
教
育
文
化
研
究
所
『
稲
作
慣
行
調
査
報
告
書
Ｉ
下
土
棚
・
長
後
・
今
田
・

高
倉
－
』
一
九
七
四
、
九
八
頁
。

（
９
）
藤
沢
市
教
育
文
化
研
究
所
『
稲
作
慣
行
調
査
報
告
書
Ｉ
大
庭
地
区
・
西
俣
野
地

区
ｌ
』
一
九
七
四
、
八
三
頁
。

（
ｍ
）
藤
沢
市
教
育
文
化
研
究
所
『
稲
作
慣
行
調
査
報
告
書
１
円
行
・
打
戻
・
用
田
Ｉ
』
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一
九
七
六
、
四
四
頁
。

（
Ⅱ
）
前
掲
（
９
）
、
四
三
頁
。

（
吃
）
前
掲
（
４
）
、
三
九
頁
。

（
過
）
前
掲
（
４
）
、
七
六
頁
。
秦
野
市
東
田
原
で
は
、
今
日
で
も
行
わ
れ
て
い
る
行
事

で
あ
る
。

（
Ｍ
）
前
掲
（
４
）
、
七
二
頁
。

（
鳩
）
前
掲
（
４
）
、
四
九
頁
。

（
妬
）
前
掲
（
４
）
、
六
○
頁
。

（
Ⅳ
）
川
口
謙
二
著
『
相
模
国
武
蔵
国
土
風
記
』
錦
正
社
、
一
九
六
二
、
二
’
一

二
頁
。
（
鴫
）
大
磯
町
教
育
委
員
会
『
大
磯
町
生
沢
地
区
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』
一
九
七
五
、

二
一
頁
。

（
岨
）
大
磯
町
教
育
委
員
会
『
大
磯
町
黒
岩
・
西
久
保
・
虫
窪
地
区
民
俗
資
料
調
査
報

告
書
』
一
九
七
八
、
三
一
’
三
二
頁
。

（
鋤
）
前
掲
（
４
）
、
一
三
頁
。

（
皿
）
川
崎
市
民
俗
文
化
財
緊
急
調
査
団
編
『
大
師
河
原
の
民
俗
』
川
崎
市
教
育
委
員
会
、

一
九
八
三
、
二
三
頁
。

（
配
）
川
崎
市
民
俗
文
化
財
緊
急
調
査
団
編
『
稲
田
の
民
俗
』
川
崎
市
教
育
委
員
会
、

一
九
八
五
、
二
○
頁
。

（
詔
）
神
奈
川
県
立
博
物
館
『
相
模
川
下
流
域
の
民
俗
』
一
九
七
○
、
二
○
’
’
一

一
一
頁
。

（
型
）
前
掲
（
９
）
、
四
三
頁
。

（
溺
）
前
掲
（
８
）
、
五
一
頁
。

（
調
）
和
田
正
洲
「
神
奈
川
県
の
農
林
業
」
（
『
関
東
の
生
業
１
農
林
業
』
明
玄
書
房
、

一
九
八
○
、
所
収
）
、
三
六
八
頁
。

（
”
）
前
掲
（
妬
）
、
三
六
八
頁
。

（
詔
）
前
掲
（
郡
）
、
三
六
七
頁
。

（
調
）
前
掲
（
記
）
、
三
六
七
頁
。

（
鋤
）
神
奈
川
県
立
博
物
館
『
相
模
川
流
域
の
民
俗
』
一
九
六
八
、
一
一
一
頁
。

（
劃
）
前
掲
（
露
）
、
二
一
頁
。

（
犯
）
前
掲
（
岨
）
、
三
九
頁
。

（
調
）
東
京
教
育
大
学
民
俗
学
研
究
会
『
西
丹
沢
の
民
俗
ｌ
足
柄
上
郡
共
和
村
Ｉ
』
一

九
六
二
、
五
四
頁
。

（
弘
）
前
掲
（
５
）
、
二
二
頁
。

（
弱
）
川
崎
市
民
俗
文
化
財
緊
急
調
査
団
編
『
岡
上
の
民
俗
』
川
崎
市
教
育
委
員
会
、

一
九
八
二
、
六
四
頁
。

（
調
）
前
掲
（
５
）
、
五
○
頁
。

（
訂
）
前
掲
（
８
）
、
一
二
八
頁
。

（
銘
）
前
掲
（
９
）
、
四
三
頁
。

（
調
）
前
掲
（
９
）
、
八
九
頁
。

（
伽
）
前
掲
（
９
）
、
八
九
頁
。

（
虹
）
前
掲
（
ｍ
）
、
四
八
頁
。

（
蛇
）
相
模
原
市
教
育
委
員
会
『
年
中
行
事
調
査
報
告
書
』
一
九
八
一
、
五
六
頁
。

（
“
）
和
田
正
洲
著
『
日
本
の
民
俗
神
奈
川
』
第
一
法
規
、
一
九
七
四
、
五
六
頁
。

（
“
）
前
掲
（
記
）
、
三
六
八
’
三
六
九
頁
。

（
妬
）
前
掲
（
鋤
）
、
二
一
’
二
二
頁
。

（
妬
）
前
掲
（
岨
）
、
四
一
頁
。

（
灯
）
前
掲
（
詔
）
、
五
四
頁
。

（
妃
）
前
掲
（
“
）
、
五
六
頁
。

（
棚
）
前
掲
（
恥
）
、
三
六
八
頁
。

（
別
）
前
掲
（
５
）
、
六
五
頁
。

（
副
）
前
掲
（
８
）
、
一
二
九
頁
。

（
記
）
前
掲
（
羽
）
、
二
三
頁
。

（
詔
）
前
掲
（
４
）
、
五
○
頁
。

（
別
）
前
掲
（
釦
）
、
二
二
頁
。

（
弱
）
前
掲
（
認
）
、
五
五
頁
。

（
弱
）
高
谷
重
夫
著
『
雨
乞
習
俗
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
二
。

（
印
）
筆
者
調
査
。

（
詔
）
前
掲
（
調
）
、
六
三
頁
。

（
調
）
前
掲
（
粥
）
、
三
七
頁
。
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（
鵬
）
前
掲
（
“
）
、
五
六
頁
。

（
的
）
前
掲
（
認
）
、
二
六
頁
。

（
、
）
前
掲
（
８
）
、
一
○
五
頁
。

（
刑
）
前
掲
（
８
）
、
一
二
九
頁
。

（
泥
）
前
掲
（
９
）
、
四
四
頁
。

（
汚
）
前
掲
（
、
）
、
一
三
八
頁
。

（
科
）
前
掲
（
９
）
、
四
四
頁
。

（
布
）
前
掲
（
８
）
、
一
六
九
頁
。

（
祁
）
前
掲
（
８
）
、
一
○
五
頁
。

（
万
）
前
掲
（
６
）
、
二
七
頁
。

（
沼
）
前
掲
（
、
）
、
一
九
二
頁
。

（
ね
）
前
掲
（
４
）
、
五
一
頁
。

（
帥
）
前
掲
（
鋤
）
、
二
四
頁
。

（
釦
）
前
掲
（
鋤
）
、
二
四
頁
。

（
配
）
神
奈
川
県
立
博
物
館
『
県
央
部
の
民
俗
（
１
）
ｌ
大
和
・
綾
瀬
地
区
ｌ
』
一
九

七
三
、
九
一
頁
。

（
縄
）
前
掲
（
魂
）
、
九
一
頁
。

（
弘
）
前
掲
（
岨
）
、
四
七
頁
。

（
錨
）
神
奈
川
県
史
編
集
室
『
神
奈
川
県
民
俗
資
料
調
査
報
告
』
１
、
一
九
七
○
、
四

九
頁
。

（
師
）
前
掲
（
“
）
、
五
六
頁
。

（
帥
）
前
掲
（
詔
）
、
三
七
頁
。

（
田
）
筆
者
調
査
。

（
舵
）
川
崎
市
博
物
館
資
料
調
査
団
編
『
川
崎
の
雨
乞
い
』
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
準
備
室
、
一
九
八
九
。

（
鈴
）
前
掲
（
岨
）
、
五
六
頁
。

（
“
）
前
掲
（
、
）
、
一
九
○
頁
。

（
閃
）
前
掲
（
詔
）
、
五
六
頁
。

（
妬
）
前
掲
（
２
）
。

（
師
）
前
掲
（
調
）
、
六
四
頁
。
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。
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稲
作
儀
礼
ｌ
』
、
平
凡
社
、
一
九
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九
。

・
神
奈
川
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史
編
集
室
『
神
奈
川
県
史
Ｉ
民
俗
編
ｌ
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九
七
七
。

・
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衡
吉
著
『
神
奈
川
県
民
芸
能
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補
改
訂
版
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、
錦
正
社
、
一
九
八
七
。

・
永
田
衡
吉
著
『
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
誌
（
増
補
改
訂
版
）
』
、
錦
正
社
、
一
九
八
七
。

（
説
）
前
掲
（
妬
）
、
一
○
八
頁
。

（
銘
）
田
中
宣
一
著
「
神
奈
川
県
の
歳
時
習
俗
」
（
『
関
東
の
歳
時
習
俗
』
明
玄
書
房
、

一
九
七
五
、
所
収
）
、
三
七
一
頁
。

（
的
）
小
川
直
之
「
田
の
神
節
供
一
民
俗
文
化
の
地
域
性
一
（
下
）
」
『
平
塚
市
博
物
館

研
究
報
告
自
然
と
文
化
』
第
一
○
号
、
一
九
八
七
。

（
卯
）
拙
稿
弓
最
後
の
稲
束
』
儀
礼
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
民
俗
学
』
第
一
○
九
号
、
一

九
七
七
、
所
収
）
を
参
照
。

（
虹
）
前
掲
（
釣
）
。
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